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創世記から始める神さま理解 

ご質問と回答① 

 

I. モーセ五書（創世記～申命記）本文にある編集の跡について 

A. 旧約聖書の形成 

1. モーセ五書に始まる、文書と口伝の伝統 

2. 伝承と現代の聖書学者は、エズラ記を記したエズラの功績によって、今、私た

ちが手にしている 39 巻の旧約聖書がまとまった、とされている。 

3. その聖書本文、特に大昔のモーセ五書の本文中に、モーセの時代よりも、かな

り新しい時代の言葉が散見される 

4. つまり、後代の人物によって編集されたものを我々は手にしている 

B. 対応① 

1. 旧約聖書というのは、結局のところ、あの時代のあの人たちの宗教的体験の

記録でしかない 

2. 教会に来て誰かのあかしを聞いて参考になる、というように、参考になるあ

かし集として聖書を読むべき 

C. 対応② 

1. キリスト教徒である私たちは、キリストに従う 

2. そのキリストは、旧約聖書を単なるあかし集ではなく、権威ある書、我々が従

うべき書としていた 

3. キリストの教えを伝える使徒たちも、旧約聖書を権威ある書とし、そこには

神的介在（霊感）があると指摘した 

4. キリストに従うのだから、旧約聖書を権威ある書、我々が従うべき書として

受けとめる 

D. 編集の痕跡について 

1. 編集の痕跡があると、キリストの時代から２千年を経て英語を母国語としつ

つもヘブル語に精通した学者らは気づく 

2. ならば、エズラから５百年後の時代、アラム語（ヘブル語の派生語で殆どヘブ

ル語）で生活し、祈り、聖書本文に接していたキリストや使徒らは、編集の痕

跡など十分に認識していた筈。 

3. そのうえで、キリストも使徒も聖書を権威の書として扱っていた 

4. ということで、編集作業にも神的介在があったと使徒ペテロは認識していた

のであろうと考えられる 

II. 旧約聖書中の戦争について～神はなぜ、イスラエルの民に戦争を命じたのか 
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A. 当時の状況～現代とは異なり、無秩序 

1. 旧約聖書時代、食うか食われるかという弱肉強食の時代（いわゆる「聖絶」は、

何も聖書中のユダヤ人だけがやっていたのではなく、当時としては、何処で

も普通に見られた光景） 

2. 旧約聖書最後のマラキ書が書かれた後、ギリシアのアレクサンダー大王が登

場し、異なる国々、民族が、ひとりの大王による一つの秩序に服するというこ

とを、人類は初めて経験（周辺諸国を従わせた帝国というのはあったが、アレ

クサンダーの帝国はその規模が桁違い） 

3. ユダヤ人が礼拝する神が、私たちにとっても神である、という概念が可能と

なった 

4. そうして、「時満ちて」キリスト登場 

5. 国・民族を越えて宗教的に分かり合うことなど不可能に近く、また弱肉強食

だった時代、生き残るために戦争は不可避だった 

6. 人類の世界で国際秩序という概念が可能になって以降（新約聖書以降）、神は、

そしてキリストは争いを命じていない 

B. 例：エリコとアイ攻略について（ヨシュア記 

1. エリコとアイは、ヨシュアの時代に出土するものが著しく少ない 

2. ある学者らは、エリコとアイは、ヨシュアの時代、既に廃墟となっており、ヨ

シュア記の記述に信ぴょう性は無いとする 

3. ある学者らは、エリコとアイは普通の街ではなく、軍事的砦であり、軍隊しか

駐留しない場所であり、ヨシュアは、そこを攻めたと考える 

a) 偵察隊の捜索先が、ピンポイントで遊女ラハブの所であった 

b) 一般市民が生活する普通の街なら、潜伏先はどこでも可能なはず 

c) 砦ならば、潜伏先は限られているので、話の筋が通る 

4. エリコの周りを７日間行進→攻略の宣言と降伏あるいは撤退勧告 

5. 門を閉めての対応というのは、徹底して抗戦する、という意志の表れ 

6. 因みに、ユダヤ人はカナン人を大虐殺していったのではないだろういと聖書

学者らは考える 

a) 士師記１章１節の時点で、またその後のイスラエルの歴史を見ても、カ

ナン人はユダヤ人の周りにかなりいたことから 

b) 在留異国人に親切にすべきことが律法に、また預言書に記されているこ

とから 

 


